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●さくら市の概要 

 

平成１７年３月２８日 氏家町・喜連川町合併により『さくら市』となる。 

 

１）位置と地勢 

さくら市は、栃木県中央部のやや北東よりで、県都宇都宮市に近隣し、東京から

は直線距離で１１０～１２５km圏内で、新幹線と在来線の鉄道であれば１時間３０

分、高速道路利用であれば２時間の位置で、首都東京と東北地方を結ぶ東北縦貫

自動車道、国道４号、ＪＲ東北線等の主要な国土連携軸上にあります。市は、南北が

１７．８㎞、東西１５．６㎞で、総面積１２５．６３㎢で県土の１．９６％にあたり、そのうち

農地が４３．０％、山林が２０．６％を占めています。市北部は、関東平野と那須野が

原台地との間の数条の丘陵地帯と水田からなる地域で、市南部は、関東平野の最

北部に位置し、鬼怒川沿いのほぼ平坦な水田地帯です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）旧町の沿革 

① 旧氏家町（合併の状況） 

明治２２年 町制施行により氏家町となる。 

昭和１２年 絹島村芦沼の一部大中を編入 

昭和２４年 絹島村向河原を編入 

昭和２９年 熟田村（飯室、伏久、文挾を除く）を編入合併 

昭和３０年 矢板市松島を編入 

昭和３４年 阿久津町上阿久津を編入 

② 旧喜連川町（合併の状況） 

明治２２年 町制施行により喜連川町となる。 

昭和３０年 那須郡上江川村と合併 

 

３）面 積  １２５．６３㎢ 
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４）人 口 

 

① 国勢調査人口（各年 10 月 1 日現在）     （単位：世帯、人） 

区 分 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年 

世帯数 １３，０３３ １４，９１７ １５，６４８ １６，３７０ 

人 口 ４１，３８３ ４４，７６８ ４４，９０１ ４４，５１３ 

 

② 住民基本台帳人口（各年 4 月 1 日現在）    （単位：世帯、人） 

区 分 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

世帯数 １７，９３７ １７，９３２ １８，２０８ １８，３７６ 

人 口 ４４，１８３ ４３，８５６ ４３，８５０ ４３，６８４ 

 

③ 人口密度 

令和６年４月１日現在  ３４７人／㎢ 

 

④ 人口集中地区  特になし 

 

 

５）さくら市の花・木・鳥 

 

 

 

 

 

 

市の花 さくら 
市内には、お丸山公園、早乙女の桜並木、勝山城跡、ゆ

うゆうパークの桜づつみなど桜の見所が沢山あり、“さく

ら”は市名にもなっている。 

さらに、日本を代表する桜を大切にする心を持ち、市内

全域がさくらの里となることに願いを込めて、市の花と

市の木を“さくら”とする。 

市の木 さくら 

市の鳥 せきれい 

市内には、鬼怒川、荒川、内川、江川などが流れ、そこ

には清流にしか住まないといわれる“せきれい”（日本固

有種の“セグロセキレイ”）が身近に見られる。 

市にとって大変なじみの深い鳥であるとともに、いつ

までも「清流」が保たれることに願いを込めて、市の鳥を

“せきれい”とする。 
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６）統計でみるさくら市 

 

①  気候（令和４年１月～１２月：氏家消防署測定） 

夏は最高気温が高く、冬は最低気温が低い内陸型の気候ではあるが、冬

期間は日照時間が長く、したがって降雪量は少ない。年間を通じて比較的

温暖な気候である。 

年間平均気温 １３．６ ℃ 

年間降水量 １３３２．５ mm 

   

② 土地（令和５年 1月 1日：税務課） 

田 ３８．６％ 

畑 ４．４％ 

山 林 ２０．６％ 

宅 地  １０．２％ 

原野、池・沼、雑種地、その他     ２６．２％ 

 

③ 産業別就業人口 （令和２年国勢調査） 

本市においても、第１次産業及び第２次産業の減少し、第３次産業の増

加傾向が見られる。 

第１次産業 １，７９４人  ８.１％ 

第２次産業 ６，５１１人  ２９.５％ 

第３次産業 １３，６１０人  ６１.７％ 

分類不能 １４６人  ０.7％ 

合  計 ２２，０６１人  １００.０％ 
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７）産業 

① 農林漁業 

水稲単作農業から、野菜、花き、果樹、畜産との複合農業となり、現在

では水稲を中心とした土地利用型農業で２０ｈａを超える経営規模の農

家が数戸ある一方、果樹や畜産の専業となっている農家も見られる。 

主な農産物としては、米・麦・大豆の穀類、イチゴ・なす・にら・春菊

等の野菜、果樹はリンゴ、肉用牛が挙げられる。 

林業は、大規模な菌床栽培による椎茸が有名である。 

漁業は、清流を活用した淡水魚養殖が盛んで、鮎、鱒の出荷が行なわれ

ている。 

総農家戸数 １，３３９ 戸 (令和２年農林業センサス) 

販売農家数 １，０５６ 戸 〃 

自給的農家数 ２８３ 戸 〃 

農業産出額 ９０６ 千万円 
（令和４年市町村別農業産

出額（推計）：農林水産省） 

   

②  工業（従業者４人以上の製造業） 

喜連川工業団地と蒲須坂工業団地は、国道４号や東北道矢板インター

チェンジなどの交通アクセスの良さ等から企業立地や産業集積が進んで

いる。今後、未操業区画の早期操業を促進し、優良企業の誘致推進が求め

られる中、更なる関連企業等の誘致推進にも期待されている。 

   

③ 商業 

近年、市街地周辺の幹線道路沿線に郊外型の大規模小売店舗の出店が

増加傾向をたどる中、中心市街地における既存商店街の吸引力は低下し

ている。また、個人消費の低迷や大型量販店との厳しい競争の中、商店街

の店舗数が減少し、空洞化現象が見受けられるようになってきた。 

このような現状を打開するため、中心市街地活性化基本計画に沿って

氏家地区ではｅプラザ参番館、喜連川地区では街の駅本陣｢やまあおい｣

を整備している。今後も商工会と連携し、消費者ニーズを適格に把握する

と共に、オリジナリティーに富んだ商品の開発、情報化や高齢化時代に即

した販売方法の検討が求められる。 

名称 会員数 

氏家商工会 613 

喜連川商工会 318 

                                        （令和６年３月３１日現在） 
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 ④ 観光業 

喜連川地区では昭和５６年に温泉が噴出し、湯量の豊富さに加えてそ

の泉質は硫黄、塩分、鉄分を全て含む弱アルカリ性高温泉であり、『日本

三大美肌の湯』と称されている。現在市内には８か所の日帰り温泉浴場と

ホテルや民宿などの宿泊施設があり、道の駅と相まって年間を通じて賑

わいを見せている。また、足利家の城下町としてその面影をとどめる御用

堀や寒竹囲いなど歴史的情緒と祭りや行事、また新鮮な地場農産物の販

売等を通じて、新たな観光客の誘致とその手軽さを全面に出したリピー

ターの掘り起こしに努めることが求められている。 

 

観光客の入込客数 １，７７４，６５１人 （令和５年県観光客入込数調） 

観光客宿泊数 １０４，５９０人     〃 
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８）財政の状況 
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● 議会の概要（令和６年４月１日現在） 

 

１）組織・構成 

定数・任期 

条 例 定 数 １８人 

現在議員数 １８人 

任    期 令和４年１２月１日～令和８年１１月３０日 

 

２）委員会（任期：２年） 

常任委員会  

総務常任委員会 定数 ６人 

建設経済常任委員会 定数 ６人 

文教厚生常任委員会 定数 ６人 

議会運営委員会 定数 ６人 

予算決算常任委員会 定数１８人 

※決算は議会選出監査委員１名を除く 

 

特別委員会 

議会活性化特別委員会 

設置期間 任期中 

定数 １８人 

 

３）議員構成 

所属党派 

無 所 属 １７人 

公 明 党 １人 

 

 

通算在職期別（町議在職期を含む） 

１期 ２人 

２期 ２人 

３期 ２人 

４期 ２人 

５期～９期 １０人 
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年齢別 

３０歳代 ０人 

４０歳代 １人 

５０歳代 ４人 

６０歳代 ６人 

７０歳代 ６人 

８０歳代 １人 

 

 

 

 

 

 

４）定例会・臨時会の状況 

最年少     ４０歳 

最年長     ８０歳 

平 均     ６５歳 
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５）付議事件 

６）請願・陳情 

 
７）一般質問 

令和５年   延２６人 
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８）予算決算審査状況 

  

令和５年 

９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９）会議録 

 

本会議 全文記録（業者委託） 

委員会 全文記録（業者委託） 

議員全員協議会 全文記録（業者委託） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審 査 方 法

氏家都市計画事業上阿久津台地
土地区画整理事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

区 分

　一般会計

特

別

会

計

企
業
会
計

　＊当初予算は
　　予算審査特別委員会へ付託

　＊決算は
　　決算審査特別委員会へ付託

　＊補正予算は
　　各常任委員会分割付託
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１０）議会広報 

 

① 名  称  さくら市議会だより 

② 発行開始  平成１７年６月 

③ 発行回数  定期号（年４回、定例会後）・臨時号 

④ 発行部数  １１，７００部（新聞折込等） 

⑤ 編集主体  議会広報委員会 

⑥ 構  成 

・委員 ９人（各常任委員会の委員長「計３人」、各常任委員会から２人

「計６人」） 

       ただし、議長が必要と認めた場合は、人数を変更すること

ができる。 

・任期 ２年 

⑦ 発行予算（令和６年度） 

・印刷製本費   １，８５４，０００円 

・新聞折込手数料   ９２６，０００円 

 

１１）調査・研修活動（議員）令和６年度（予定含む） 

 

活 動 名 日 程 事業主体 

全国市議会議長会研修（フォーラム） ２日 全国市議会議長会 

栃木県市議会議長会研修会 １日 県市議会議長会 

塩谷市町村議会議長会行政視察 １泊２日 塩谷広域行政組合 

塩谷市町村議会議長会行政懇談会 １日 塩谷市町村議会議長会 

議員全体研修 １泊２日 市議会 

議会運営委員会視察研修 ２泊３日 市議会 

各常任委員会県外行政視察研修 ２泊３日 市議会 

議会広報委員会視察研修 １泊２日 市議会 

 

１２）議員全員協議会 

必要な時に随時開催 

 

１３）議会事務局職員構成 

事務局長１人  書記４人   
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１４）議会費予算 
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１５）議員報酬 

 

区分 月 額 市長等比率 区分 月 額 

議 長 450,000円 50.0％ 市 長 900,000円 

副議長 365,000円 40.6％ 副市長 715,000円 

議 員 335,000円 37.2％ 教育長 650,000円 

 

１６）費用弁償 

 

① 本会議・委員会出席 支給なし 

 

② 公務研修 

日 当（１日につき） 
２，６００円 

県内旅行における日当支給なし。 

交通費 実 費 

宿泊料（１夜につき）  

甲地区（東京都の区、横浜市 

大阪市、名古屋市等） 
１４，０００円 

乙地区（その他の地域） １３，０００円 
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さくら市市民憲章 
 

さくら市は、緑濃く水清らかで、歴史と文化のいきづくまちです。 

私たちは、この故郷
ふるさと

を守り、さらに発展させ、未来に伝えるため、 

 

ここに市民憲章を定めます。 

 

一、自然を愛し、緑豊かなまちをつくります 

一、互いに助け合い、思いやりの輪を広げます 

 一、歴史を大切にし、文化の薫るまちをつくります 

一、スポーツを愛し、健やかな心と体を育みます 

    一、働くよろこびを持ち、活気あふれるまちをつくります 

 


